
◎竺周年の つ どい
子どもたちを放射能汚染か ら守り､

原発から自然 エ ネル ギ ー ヘ の転換をめざす

女性ネッ トワ ー クみや ぎ

幕1 舶

■:匿■ 女性ネッ トみやぎ ･ 各地から

田 ｢私はなぜ原発に反対するのか｣
元鹿島台町 町 長 ･ 女川原 発 の廃炉 を求め る会代表

鹿野 文永さん
第2 部

ウクライナの歌姫

ナタ ー シヤ ‥ グジ ー コ ンサ ー ト
～ 水晶の歌声とバ ン ドウ ー ラの可憐な響き 一

予 定曲目 : ｢ キ エ フの 鳥の歌｣ ｢ いつ も何度 で も｣

｢秋桜 ( コ ス モス)｣ ｢ アヴ ェ マ リア｣ ほか
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鳴日へ つなく母押
ナタ ー シ ヤ ･ グジ ー

さん

プロフ ィ
ー

ル ウ クライナ 生まれ｡ ナ ク
ー シヤ 6 威の とき､ 1 9 8 6 年4 月2 (旧 未 明に 父親が

勤務して いたチ ェ ル ノブイリ原発で爆発 事故が 発生し ､ 原発からわずか3 .5 キロ で被曝した ｡

そ の 後 ､ 避難生活 で各地を転々とし､ キエ フ市に 移住 する ｡ ウクライナの 民族楽器ノてンドゥ
ー

ラの 音色 に魅 せ られ､ 8 歳の 噴より音楽 学楕で 即1 課程に 学ぷ ｡ 1 9 9 6 年
･ 9 8 年 ､ 救援団

体 の 招きで民族 音楽団の メンバ
ー

として 2 度来 日し ､ 全国で救援 公演を行う｡ 2 0 0 0 年より

日本 渡学校 で学 びながら日本で の 本格的な 音楽薬 活動 を開始 ｡ その 実しく透明な水晶の 歌

声と哀愁を帯びたバ ンドウ ー ラの 可憐 な響きは ､ 日本で 多くの 人々を魅了して い る ｡

2 0 0 5 年7 月 ､ ウクライナ大統領 訪日の際 ､ 首相官邸での 夕食会に招待 され ､ 演奏を披# ｡

コ ンサ ー ト､ ラ イブ活動に加 え､ 音楽教委 ､ 学校で の 国際理解 教室や テレビ
t ラジオ など

多方面で活用しており､ そ の 活動 は教科害 にも取り上げられてい る ｡

公式ホ
ー ム ページ : h ttp: // いハ∧叫V O ffi c e- Zi｢ k a , C O m /

1 3 :3 0 { , 1 5 : 3 0
､

仙台市宮城野区文化セ ン タ
ー

コ ンサ ー トホ ニ ル
※託児室あり( 1 歳 ～ ) / 要~ ･ 事前申し込み

仙台市営城野 区五 輪2 丁 目1 2 蕃7 0 号

■ J R 仙 石線陸前原 ノ町駅より礁 歩l 分

■ 会 執こも有†斗駐車場がござい ます机 できるだけ最寄 りの

公 共交通機F姻をご利用~F さい ｡



子どもたちを放射儒汚染から守り､
原発から自然エネルギ ー ヘ の転換をめざす女性ネットワ ー クみやぎ

如 トの 日■ :妄荒法皇禁聖篭琵警雲享富農遠望詣品2警ニ‡㌫謡
醐 をめぎすQ

活軸内書
* 母親

■ 女性としての 切実な思 いを広く知らせ ､ 共感
･

一代同を広げて ､ ネッ トの【1 標実現をめぎします｡
* それぞれ の 個人 ･ 団体の活動の自主性と独自性を尊重し合 い ､ 活動 の交流や情報の 共有をはかります｡
* そ れぞれ の 個人 ･ 団体の枠を超えて ､ 共同できる課軌 ニカを合わせ てとりくみます｡
* さらに多くの個人 ･ 団体に賛同 ･ 共同を呼びかけ ､ 目標実現まで粘り強く活動します｡

廟 衰｢ 浅野富美校 (宵 僻 翫 子大学 矧 小 澤 か つ 惜 別 母親 大 姐 船 矧 児玉 芳江 ( N P ｡ 法人しは美 子 酢 支 那 る｡ ん 恨 矧
村口 舌代 聞 □きよ女性クリ ニ ッ ク院長) 山田 い ずみ (弁護士 ･ 脱原発ひ まわりネ ッ ト代表)

秋山 有子
( 政治を 考える女性の 会)

足 利ちか 子
( 宮城県花 等学校教職 員縦令 女性部長)

安 達事業子
( 宮城県保育間倖 団体速緒全判務局次長)

天 野 i書手
(2 1 1皆紀をひ らくみ や ぎ女性の つ どい)

阿部 恭子
( 人権 N P O I V O R L D O T

,

E N H E A R T 代表〉

池 野 ●子
( い けの雌婦 人科小児科医院院長)

池 原 芥子
( 三 協タ ッ クラベ ル株式会社頂締投)

一

戸 ♯子
( 宮城女性九条の 全共同代謂)

伊 ♯伴 性千

人 同日 範子 ( N P O 法人介議サービ ス
非営利団体ネ ッ トワーク み や ぎ副理甲良)

標林 由養子
(石巻fプ捏迎指会会長)

遠♯ 恵子
( 米沢女子短期大学芋良)

大木れ い 子
( 婦人民主 クラ ブ宮城県支部協 議会会長)

大鳥 弘美
( シ ネマ C こIfe ･ ｢ 右岸の 羊畑｣)

大 友 佳代子 ( 三 陸 ･ ポす城 の 海を放 祁巨

か ら守る 仙台の 会 【わかめの会】 代表)

大山 あけ み
( 宮城県教職且組合女性 郡長)

岡村 朋子
( 宮城の うたごえ協議会 全土j)

小野 と も み
( 宮 城厚 生福祉会理事長)

加 々 見ち づ子
( 仙台 ホなの はなホーム 鮎畑張)

円 田 剛子
( 社会保換 労至為七)

川端 英子
t の ぞみ 文唖主事)

木坂 理 絵
( 弁護士 ･ 脱原発ひ まわ りネ･ソ ト副代表)

木村絨砂子
( 音域県広言畑 被害者 の 全項堀局ぷ)

草野 祐子 ( み や ぎジ ョ 才･ ソ ト

lみ やぎ~女性相関支援ネ ッ トワーク】 代 卸

エ 離 恭子
( 生活 臨同組合あい コープみ やぎ召岬 川 口)

小 泉知加子
(｢ わんか ら つ と L ｣ 代衣上牧締役共編恥ぷ)

小 林 純子 ( 災甘 チども支援

ネ ッ トワークみ やき■代衣世話人〉

蒼♯ 昭 子
( み や ぎ鮎舌協同組合理事長)

斉藤 書美 ( み やぎ ヒューマ ン
ドキュ メ ン タ リーを観る会)

酒井 文子
( み や ぎ艶子読者をすすめ る会代惑)

佐々 礼 子
( C A P み や ぎ代表)

佐 々 木枚 枝
( 宮城-t

･

般労働 組合女性 セン タ ー )

佐 々 木ゆ きえ
( 新日本婦人の 会宮城りた布告β会長)

佐 欝 豊子
( 学校給 食勉強 会)

佐 禦■ 淵 干
し放射能 かち子 どもたちを司 る栗原連結 会1

佐 ♯千鶴 子
( く ら しと電磁波 を考える会)

佐藤 欒希
( 坂俊合病院医師)

佐♯ 理 絵

里 見ま り子
( 葛城教 習大学教授)

塩 野 樽代
( 女川J砕私刑 溶炉を深め る 会

雫 石 # 子
( み や ぎ英野相談セ ン ター相銀貝)

菅原 恵 美子
( 宮城県南ニ｢ 業者連合会購入郎協議会会上之)

杉山 弘子
( 紛糾学㍍大学劇栗)

須 離 i宣子
(｢ テ ロに も戦争に も N O を ! ｣ の 会)

高田 亮子
( 多夢 多砂金中山工 房胞揖最)

高野 和 子
( 原発の 危険か ら住民 の 生命と財産を守る 会〉

高野 幸子
( 福重荷望同 園鰯)

高橋 万 里 子
( N P O テ三人水の 旅人和 Ⅵ)

立石 美穂

谷開 幕子
( ジュ エ リ ー

ア
ー

テ ィ ス ト)

丹 野 広子
( 仙台保省間魔研究 会代 表)

出浦 由実子
( 退職女性教職 員の 会宮城 白萩の 全会ぷ)

戸 枝 よ
( み や ぎ憲法九条の 全 紙同 代表)

吉永曹薄手
( 元宮城学院女子大字数1 劇

中村 野l 美
( 社会福祉法人わ ら し べ 合理 争点l

西i事 晴代
( 仙台子 どもま つ り実行=表口会代表)

野 呂 ア イ
( 尚嗣学院大学名誉勲授)

芳書 ヒロ 子
( カト リ ッ ク正義と平 和山台協議会)

畠 山 悦子
( 県 釧窺女性離適格協孟漫会会長〉

橋 本 由 葉子 ( 仙台の 子どもと教育をともに

考える市民の 会代変遷
`

首:毒口)

樋口 属 子
( 元娘北 柏律大学教招)

軍 書 ノ ブ

(11i r 叩 a ビ ューテ ィ ス クール 学校 長)

前II 久美子
(b(つO k c a 稚 火星の 底)

松 本 光子
( 仙台1

′

l＼
′

C A 会長)

松 本 書手
( 仙台 Y W C A 理科 良)

宗 片方美子

村松 敦子
( 弁冨壁土 ■ 子 ども虐待防止 ネッ トワーク ･ み やぎ)

矢嶋と も 子
( 拒絶 合宿院庭師)

八 ■ 洋 子
(J A み や ぎ女性粗織協a凛全会員)

谷漕 尚美
( 放課寺妻ケア)

八 幡 悦子
( 恥宅蛸l

ゆ ん た業増子
( 母子週末保養プロ ジェ ク トちい さな た乙り ap a n)

横 堀 育子
〔宮城県保険医協会ほり理Ⅶ長)

｢女性ネットみやぎ｣ これまでのおもな活動

2 0 1 2 年 6 月 2 日

7 日 1 4 日
8 月 2 6 日

1 1 月 †7 日

2 0 1 3 年 3 月 6 【】
3 月 1 1 日

｢子 ども たちを 放射 能う弓染 か ら守り ､ 原発 か ら自然 エ ネル ギーヘ の
転換をめざす女 性 ネ ッ ト ワークみや ぎ｣ 結成 のつ どい
｢女性ネ ッ ト活 動交 流集会J
河北新掛 こ｢子 どもたち二原発の ない社会を= の一面意見広告を掲載
(政体と個人4 5 6 1 の 賞同募金 を お寄せ い ただ きま した ｡)
リ レートークと街頭 署名行動
学習会｢福島原発事故の放射能と子どもたちは､ 今､ どうなってい るのか?｣
メ モリ アル デーニ 女川原発再稼働S T O P 往i 頭署 名行動

* その はかの 活動

壷頭署 名 や職場地域での署 名活 動
(女 川原 発の 再拝働S T O P ･ すべ ての原発の 再樗働 反 対)
集 まっ た署 名 を県知事に提出
各団 体や個 人 に よる活 動 の 交流 や連綿 ､ 金曜 デ モ 参加 な ど

県に要請書 を提出 ( ネ
･

フ トの 日愕につ なが る鵡項 で)
学習会や交 流会 で情報交換
情報の発信
｢ 女性ネ ッ ト｣ ニ ュ

ー

ス 1 3 号ま で発 行
･

発信(3 月 1 5 日現在)
ブロ グ和 紀 n et- m jy a g iでi言動報告や情報 を発 信
呼 び か け人会組 ･ 率粍局 舎譜 を開催 して､ 活動の検討 ･ 確柑 ･ 推進

｢ 女性 ネッ トみや ぎ｣ につ ながるさま ざまな団体 ･ 個 人との 交流 ･ 連携を♯めて ､

それ ぞれ の 滴勤 や計画を知 らせ て ､ 子ど もたちを守る運勤を広けて い る ｡

私たちは ､ 今と未来に生きる子どもたちを放射能汚染から守りたいという切実な願いをつないで ､ 大きな声にして
いくため に活動しています ｡ ご貨同をお寄せ下さい ｡

賛同金 : 個人
一 口 5 0 0 円 ･ 団体1 0 0 0 円 【何口でも可】

●郵便払込書号 : 0 2 2 7 0 - 5 ･11 8 8 8 3 ●加入者名 : 子どもを放射能から守る女性ネットみやぎ

私たち の 活動や情報は ､ ブロ グ =j o s
.

e 血 t - m iy 吋 をご覧下 乱 I p
皆さま の声は､ メ ー ル : h o u s y a n o u 押5 ei n et @ h o t m 弧 ⊂0 .｣ p また は 招福F A X O 2 2

- 2 1 5 - 3 1 2 0 でお 轟世 くださ い ｡




